
担

当

課

（

室

）

目

次

発

行

岡

山

県

の

実

施

○

〃

〃

担

当

課

（

室

）

目

次

【

告

示

】

○

特

定

施

設

の

構

造

等

変

更

許

可

申

請

環

境

管

理

課

○

廃

棄

物

の

処

理

及

び

清

掃

に

関

す

る

法

律

に

基

循

環

型

社

会

推

進

課

づ

く

指

定

区

域

の

指

定

○

精

神

通

院

医

療

を

担

当

す

る

医

療

機

関

の

指

定

健

康

推

進

課

○

精

神

通

院

医

療

を

担

当

す

る

医

療

機

関

の

指

定

〃

の

更

新

○

精

神

通

院

医

療

を

担

当

す

る

医

療

機

関

の

指

定

〃

の

辞

退

○

育

成

医

療

及

び

更

生

医

療

を

担

当

す

る

医

療

機

障

害

福

祉

課

関

の

指

定

○

育

成

医

療

及

び

更

生

医

療

を

担

当

す

る

医

療

機

〃

関

の

指

定

の

更

新

○

育

成

医

療

及

び

更

生

医

療

を

担

当

す

る

医

療

機

〃

関

の

指

定

の

辞

退

○

指

定

居

宅

介

護

支

援

事

業

者

の

指

定

長

寿

社

会

課

【

公

告

】

○

都

市

計

画

の

案

の

作

成

に

関

す

る

公

聴

会

の

開

都

市

計

画

課

催

の

中

止

【

公

安

委

員

会

】

○

猟

銃

の

操

作

及

び

射

撃

の

技

能

に

関

す

る

講

習

生

活

安

全

企

画

課

岡

山

県

公

報

平成２８年８月２日 第１１８０９号



◎
岡
山
県
告
示
第
四
百
二
十
二
号

瀬
戸
内
海
環
境
保
全
特
別
措
置
法
（
昭
和
四
十
八
年
法
律
第
百
十
号
）
第
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ

り
申
請
の
あ
っ
た
特
定
施
設
の
構
造
等
の
変
更
許
可
申
請
の
概
要
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

な
お
、
こ
の
特
定
施
設
の
構
造
等
を
変
更
す
る
こ
と
が
環
境
に
及
ぼ
す
影
響
に
つ
い
て
の
調
査
の
結

果
に
基
づ
く
事
前
評
価
に
関
す
る
事
項
を
記
載
し
た
書
面
を
次
の
と
お
り
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
二
十
八
年
八
月
二
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

１
申
請
の
概
要

申
請
者
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
並
び
に
法
人
に
あ

て
は
そ
の
代
表
者
の
氏
名

(
1
)

っ

名
称

株
式
会
社
サ
ン
ヨ

フ
ズ

ー
ー

住
所

広
島
県
廿
日
市
市
友
田

番
地
２

9
6

氏
名

代
表
取
締
役
社
長

井
尻

正
始

工
場
又
は
事
業
場
の
名
称
及
び
所
在
地

(
2
)名

称
株
式
会
社
サ
ン
ヨ

フ
ズ
笠
岡
工
場

ー
ー

所
在
地

笠
岡
市
み
の
越

番
地

1
3

平成２８年８月２日　岡山県公報　第１１８０９号



(3) 特定施設に関する事項

変更なし

(4) 汚水等の処理施設に関する事項

変更なし

(5) 排水口に関する事項

排 水 口 番 号 雨水排水口№③～⑤

新 設
区 分

通 常 最 大

水 量（㎥／日） 0 0

ｐ Ｈ - -

ＢＯＤ（㎎／ ） - -�

ＣＯＤ（㎎／ ） - -�

Ｓ Ｓ（㎎／ ） - -�

油 分（㎎／ ） - -�

Ｔ－Ｎ（㎎／ ） - -�

Ｔ－Ｐ（㎎／ ） - -�

大腸菌群数 個／㎤ - -（ ）

２ 縦覧の期間及び場所

(1) 期 間 平成28年８月２日から同月23日まで

(2) 場 所 岡山県環境文化部環境管理課及び笠岡市役所

平成２８年８月２日　岡山県公報　第１１８０９号



◎
岡
山
県
告
示
第
四
百
二
十
三
号

廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
五
年
法
律
第
百
三
十
七
号
）
第
十
五
条
の
十

七
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
同
項
の
指
定
区
域
と
し
て
次
の
と
お
り
指
定
す
る
。

な
お
、
指
定
区
域
の
台
帳
は
、
岡
山
県
環
境
文
化
部
循
環
型
社
会
推
進
課
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に

供
す
る
。

平
成
二
十
八
年
八
月
二
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
昭
和
四
十
六
年
政
令
第
三
百
号
）
第
十
三
条

の
二
第
一
号
に
規
定
す
る
埋
立
地
の
区
域

産
業
廃
棄
物
の
最
終
処
分
場
に
係
る
埋
立
地

新
見
市
足
見
字
横
手
平
八
四
一
番
の
一
部
、
八
四
二
番
の
一
部
、
八
四
五
番
の
一
部
、
八
四

(1)
七
番
の
一
部
、
八
八
六
番
の
一
部
、
八
八
七
番
の
一
部
、
八
八
八
番
の
一
部
、
八
八
九
番
の
一

部
、
八
九
〇
番
の
一
部
、
八
九
一
番
の
一
部
、
八
九
二
番
の
一
部
、
八
九
四
番
の
一
部

新
見
市
足
見
字
横
手
平
八
三
九
番
の
一
部
、
八
四
〇
番
、
八
四
一
番
の
一
部
、
八
四
二
番
の

(2)
一
部
、
八
四
五
番
の
一
部
、
八
四
七
番
の
一
部
、
八
五
二
番
の
一
部
、
八
五
八
番
の
一
部
、
八

五
九
番
の
一
部
、
八
六
〇
番
一
の
一
部

二

備
考

１

指
定
区
域
の
位
置
の
詳
細
は
省
略
し
、
指
定
区
域
の
台
帳
の
縦
覧
を
も
っ
て
こ
れ
に
代
え
る
。

２

一
の
区
域
に
つ
い
て
は
、
平
成
二
十
八
年
五
月
三
十
日
に
お
け
る
行
政
区
域
そ
の
他
の
区
域
に

よ
っ
て
表
示
さ
れ
た
も
の
と
す
る
。

平成２８年８月２日　岡山県公報　第１１８０９号



◎
岡
山
県
告
示
第
四
百
二
十
四
号

障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
（
平
成
十
七
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
五
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
精
神
通
院
医
療
を
担
当
す
る
医
療
機
関
を
次
の
と
お
り
指

定
し
た
。

平
成
二
十
八
年
八
月
二
日

岡

山

県

知

事

伊

原

木

隆

太

指
定
し
た
医
療
機
関

名

称

所

在

地

指
定
年
月
日

井
原
薬
局

井
原
市
井
原
町
一
二
二
九

一

平
成
二
十
八
年
七
月
一
日

－

平成２８年８月２日　岡山県公報　第１１８０９号



◎
岡
山
県
告
示
第
四
百
二
十
五
号

障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
（
平
成
十
七
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
五
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
を
受
け
た
次
の
精
神
通
院
医
療
を
担
当
す
る
医
療
機
関

に
つ
い
て
、
同
法
第
六
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
そ
の
指
定
を
更
新
し
た
。

平
成
二
十
八
年
八
月
二
日

岡

山

県

知

事

伊

原

木

隆

太

指
定
を
更
新
し
た
医
療
機
関

名

称

所

在

地

更
新
年
月
日

お
が
わ
薬
局

高
梁
市
落
合
町
阿
部
五
九
九

一
九

平
成
二
十
八
年
八
月
一
日

－

平成２８年８月２日　岡山県公報　第１１８０９号



◎
岡
山
県
告
示
第
四
百
二
十
六
号

障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
（
平
成
十
七
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
五
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
を
受
け
た
次
の
精
神
通
院
医
療
を
担
当
す
る
医
療
機
関

に
つ
い
て
、
同
法
第
六
十
五
条
の
規
定
に
よ
り
そ
の
指
定
を
辞
退
す
る
旨
の
届
出
を
受
理
し
た
。

平
成
二
十
八
年
八
月
二
日

岡

山

県

知

事

伊

原

木

隆

太

指
定
を
辞
退
し
た
医
療
機
関

名

称

所

在

地

辞
退
年
月
日

井
原
薬
局

井
原
市
井
原
町
一
二
二
九

一

平
成
二
十
八
年
六
月
三
十
日

－

ザ
グ
ザ
グ
薬
局
総
社
店

総
社
市
小
寺
五

平
成
二
十
八
年
七
月
一
日

ザ
グ
ザ
グ
薬
局
井
原
笹
賀
店

井
原
市
笹
賀
町
二
九

一

平
成
二
十
八
年
七
月
一
日

－

平成２８年８月２日　岡山県公報　第１１８０９号



◎
岡
山
県
告
示
第
四
百
二
十
七
号

障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
（
平
成
十
七
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
五
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
育
成
医
療
及
び
更
生
医
療
を
担
当
す
る
医
療
機
関
を
次
の

と
お
り
指
定
し
た
。

平
成
二
十
八
年
八
月
二
日

岡

山

県

知

事

伊

原

木

隆

太

指
定
し
た
医
療
機
関

名

称

所

在

地

担
当
す
る
医
療
の
種
類

指
定
年
月
日

ド
ル
フ
ィ
ン
薬
局

浅
口
市
寄
島
町
三
〇
六
四

調
剤

平
成
二
十
八
年
八
月
一
日

田
辺
薬
局
金
光
店

浅
口
市
金
光
町
占
見
七
九

一

調
剤

平
成
二
十
八
年
八
月
一
日

－

平成２８年８月２日　岡山県公報　第１１８０９号



◎
岡
山
県
告
示
第
四
百
二
十
八
号

障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
（
平
成
十
七
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
五
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
を
受
け
た
次
の
育
成
医
療
及
び
更
生
医
療
を
担
当
す
る

医
療
機
関
に
つ
い
て
、
同
法
第
六
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
そ
の
指
定
を
更
新
し
た
。

平
成
二
十
八
年
八
月
二
日

岡

山

県

知

事

伊

原

木

隆

太

指
定
を
更
新
し
た
医
療
機
関

名

称

所

在

地

担
当
す
る
医
療
の
種
類

更
新
年
月
日

お
が
わ
薬
局

高
梁
市
落
合
町
阿
部
五
九
九

一
九

調
剤

平
成
二
十
八
年
八
月
一
日

－

平成２８年８月２日　岡山県公報　第１１８０９号



◎
岡
山
県
告
示
第
四
百
二
十
九
号

障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
（
平
成
十
七
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
五
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
を
受
け
た
次
の
育
成
医
療
及
び
更
生
医
療
を
担
当
す
る

医
療
機
関
に
つ
い
て
、
同
法
第
六
十
五
条
の
規
定
に
よ
り
そ
の
指
定
を
辞
退
す
る
旨
の
届
出
を
受
理
し
た
。

平
成
二
十
八
年
八
月
二
日

岡

山

県

知

事

伊

原

木

隆

太

指
定
を
辞
退
し
た
医
療
機
関

名

称

所

在

地

担
当
す
る
医
療
の
種
類

辞
退
年
月
日

フ
ァ
ー
マ
シ
ィ
し
お
か
ぜ
薬
局

笠
岡
市
二
番
町
二

一
一

調
剤

平
成
二
十
八
年
六
月
三
十
日

－

田
辺
薬
局
寄
島
店

浅
口
市
寄
島
町
三
〇
六
四

調
剤

平
成
二
十
八
年
六
月
十
九
日

井
原
薬
局

井
原
市
井
原
町
一
二
二
九

一

調
剤

平
成
二
十
八
年
六
月
三
十
日

－

平成２８年８月２日　岡山県公報　第１１８０９号



◎
岡
山
県
告
示
第
四
百
三
十
号

介
護
保
険
法
（
平
成
九
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
四
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お

り
指
定
居
宅
介
護
支
援
事
業
者
を
指
定
し
た
。

平
成
二
十
八
年
八
月
二
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

事
業
所
の
名
称
及
び
所
在
地

１

名
称

え
ん
じ
ゅ
ケ
ア
プ
ラ
ン
セ
ン
タ
ー

２

所
在
地

岡
山
県
和
気
郡
和
気
町
衣
笠
九
五
九

一
－

二

事
業
者
の
名
称
及
び
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

１

名
称

社
会
福
祉
法
人
昭
友
会

２

所
在
地

岡
山
県
岡
山
市
中
区
祇
園
五
四
一

一

－

三

指
定
年
月
日

平
成
二
十
八
年
八
月
一
日

四

介
護
保
険
事
業
所
番
号

三
三
七
二
三
〇
〇
八
〇
〇

五

サ
ー
ビ
ス
の
種
類

居
宅
介
護
支
援

平成２８年８月２日　岡山県公報　第１１８０９号



〔
三
二
五
〕
平
成
二
十
八
年
七
月
八
日
付
け
で
公
告
し
た
次
の
都
市
計
画
の
案
の
作
成
に
関
す
る
公
聴

会
に
つ
い
て
は
、
意
見
書
の
提
出
が
な
か
っ
た
た
め
、
開
催
を
中
止
す
る
。

平
成
二
十
八
年
八
月
二
日岡

山
県

代
表
者

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

中
止
す
る
公
聴
会

公
聴
会
に
係
る
都
市
計
画
の
案

公

聴

会

の

開

催

期

日

公
聴
会
の
開
催
場
所

岡
山
県
南
広
域
都
市
計
画
区
域
の
整

平
成
二
十
八
年
八
月
十
七
日
午

倉
敷
市
羽
島
一
〇
八
三

備
、
開
発
及
び
保
全
の
方
針
の
変
更

後
一
時
三
十
分
か
ら

番
地

備
中
県
民
局
第
二
庁
舎

二
階
第
一
会
議
室
か
ら

第
三
会
議
室
ま
で

真
庭
都
市
計
画
区
域
の
整
備
、
開
発

平
成
二
十
八
年
八
月
十
八
日
午

真
庭
市
久
世
二
九
二
七

及
び
保
全
の
方
針
の
変
更

後
一
時
三
十
分
か
ら

番
地
の
一

真
庭
市
役
所
二
階
大
会

議
室
二

湯
原
都
市
計
画
区
域
の
整
備
、
開
発

平
成
二
十
八
年
八
月
十
八
日
午

真
庭
市
久
世
二
九
二
七

及
び
保
全
の
方
針
の
変
更

後
三
時
三
十
分
か
ら

番
地
の
一

真
庭
市
役
所
二
階
大
会

議
室
二

井
原
都
市
計
画
区
域
の
整
備
、
開
発

平
成
二
十
八
年
八
月
十
九
日
午

井
原
市
井
原
町
三
一
一

及
び
保
全
の
方
針
の
変
更

前
十
時
三
十
分
か
ら

番
地
の
一

井
原
市
役
所
五
階
五
〇

一
会
議
室
及
び
五
〇
二

会
議
室
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矢
掛
都
市
計
画
区
域
の
整
備
、
開
発

平
成
二
十
八
年
八
月
十
九
日
午

小
田
郡
矢
掛
町
矢
掛
三

及
び
保
全
の
方
針
の
変
更

後
二
時
三
十
分
か
ら

〇
一
八
番
地

矢
掛
町
役
場
三
階
大
会

議
室

高
梁
都
市
計
画
区
域
の
整
備
、
開
発

平
成
二
十
八
年
八
月
二
十
三
日

高
梁
市
松
原
通
二
〇
四

及
び
保
全
の
方
針
の
変
更

午
前
十
時
三
十
分
か
ら

三
番
地

高
梁
市
役
所
三
階
大
会

議
室

吉
備
高
原
都
市
計
画
区
域
の
整
備
、

平
成
二
十
八
年
八
月
二
十
三
日

加
賀
郡
吉
備
中
央
町
吉

開
発
及
び
保
全
の
方
針
の
変
更

午
後
二
時
三
十
分
か
ら

川
四
八
六
〇
番
地
の
六

き
び
プ
ラ
ザ
一
階
第
一

会
議
室

笠
岡
都
市
計
画
区
域
の
整
備
、
開
発

平
成
二
十
八
年
八
月
三
十
一
日

笠
岡
市
中
央
町
一
番
地

及
び
保
全
の
方
針
の
変
更

午
前
十
時
三
十
分
か
ら

の
一

笠
岡
市
役
所
第
一
会
議

室

和
気
都
市
計
画
区
域
の
整
備
、
開
発

平
成
二
十
八
年
八
月
二
十
四
日

和
気
郡
和
気
町
尺
所
五

及
び
保
全
の
方
針
の
変
更

午
後
二
時
三
十
分
か
ら

五
五
番
地

和
気
町
総
合
福
祉
セ
ン

タ
ー
大
会
議
室

美
作
都
市
計
画
区
域
の
整
備
、
開
発

平
成
二
十
八
年
八
月
二
十
五
日

美
作
市
栄
町
三
八
番
地

及
び
保
全
の
方
針
の
変
更

午
前
十
時
三
十
分
か
ら

の
二

美
作
市
市
民
セ
ン
タ
ー

大
研
修
室
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鴨
方
都
市
計
画
区
域
の
整
備
、
開
発

平
成
二
十
八
年
八
月
二
十
六
日

浅
口
市
鴨
方
町
六
条
院

及
び
保
全
の
方
針
の
変
更

午
前
十
時
三
十
分
か
ら

中
三
〇
五
〇
番
地

浅
口
市
役
所
三
階
第
一

会
議
室

津
山
広
域
都
市
計
画
区
域
の
整
備
、

平
成
二
十
八
年
八
月
二
十
九
日

津
山
市
山
北
五
二
〇
番

開
発
及
び
保
全
の
方
針
の
変
更

午
前
十
時
三
十
分
か
ら

地津
山
市
役
所
二
階
二
〇

二
会
議
室

新
見
都
市
計
画
区
域
の
整
備
、
開
発

平
成
二
十
八
年
八
月
三
十
日
午

新
見
市
新
見
一
二
三
番

及
び
保
全
の
方
針
の
変
更

前
十
時
三
十
分
か
ら

地
の
二

ま
な
び
広
場
に
い
み
小

ホ
ー
ル
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◎
岡
山
県
公
安
委
員
会
告
示
第
百
二
十
四
号

（

）

、

銃
砲
刀
剣
類
所
持
等
取
締
法

昭
和
三
十
三
年
法
律
第
六
号

第
五
条
の
五
第
一
項
の
規
定
に
よ
り

次
の
と
お
り
猟
銃
の
操
作
及
び
射
撃
の
技
能
に
関
す
る
講
習
を
実
施
す
る
。

平
成
二
十
八
年
八
月
二
日

岡

山

県

公

安

委

員

会

一

使
用
銃
種

散
弾
銃

二

講
習
の
日
時
及
び
場
所

１

ト
ラ
ッ
プ
射
撃
（
ト
ラ
ッ
プ
か
ら
射
撃
線
ま
で
の
距
離
が
十
五
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
も
の
を
い

う

）
。

日

時

場

所

平
成
二
十
八
年
十
月
三
日
（
月
）

倉
敷
市
福
田
町
浦
田
七
四
〇

一

－

午
前
十
時

倉
敷
国
際
射
撃
場

平
成
二
十
八
年
十
月
四
日
（
火
）

岡
山
市
北
区
御
津
下
田
六
二
九

午
後
一
時

岡
山
県
ク
レ
ー
射
撃
場

平
成
二
十
八
年
十
月
十
日
（
月
）

倉
敷
市
福
田
町
浦
田
七
四
〇

一

－

午
前
十
時

倉
敷
国
際
射
撃
場

平
成
二
十
八
年
十
月
十
三
日
（
木
）

岡
山
市
北
区
御
津
下
田
六
二
九

午
後
一
時

岡
山
県
ク
レ
ー
射
撃
場

平
成
二
十
八
年
十
月
十
七
日
（
月
）

倉
敷
市
福
田
町
浦
田
七
四
〇

一

－

午
前
十
時

倉
敷
国
際
射
撃
場

平
成
二
十
八
年
十
月
二
十
四
日
（
月
）

午
前
十
時
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平
成
二
十
八
年
十
月
二
十
六
日
（
水
）

岡
山
市
北
区
御
津
下
田
六
二
九

午
後
一
時

岡
山
県
ク
レ
ー
射
撃
場

平
成
二
十
八
年
十
月
三
十
一
日
（
月
）

倉
敷
市
福
田
町
浦
田
七
四
〇

一

－

午
前
十
時

倉
敷
国
際
射
撃
場

平
成
二
十
八
年
十
一
月
七
日
（
月
）

午
前
十
時

平
成
二
十
八
年
十
一
月
九
日
（
水
）

岡
山
市
北
区
御
津
下
田
六
二
九

午
後
一
時

岡
山
県
ク
レ
ー
射
撃
場

平
成
二
十
八
年
十
一
月
十
四
日
（
月
）

倉
敷
市
福
田
町
浦
田
七
四
〇

一

－

午
前
十
時

倉
敷
国
際
射
撃
場

平
成
二
十
八
年
十
一
月
十
六
日
（
水
）

岡
山
市
北
区
御
津
下
田
六
二
九

午
後
一
時

岡
山
県
ク
レ
ー
射
撃
場

平
成
二
十
八
年
十
一
月
二
十
一
日
（
月
）

倉
敷
市
福
田
町
浦
田
七
四
〇

一

－

午
前
十
時

倉
敷
国
際
射
撃
場

平
成
二
十
八
年
十
一
月
二
十
四
日
（
木
）

岡
山
市
北
区
御
津
下
田
六
二
九

午
後
一
時

岡
山
県
ク
レ
ー
射
撃
場

平
成
二
十
八
年
十
一
月
二
十
八
日
（
月
）

倉
敷
市
福
田
町
浦
田
七
四
〇

一

－

午
前
十
時

倉
敷
国
際
射
撃
場

平
成
二
十
八
年
十
二
月
五
日
（
月
）

午
前
十
時
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平
成
二
十
八
年
十
二
月
七
日
（
水
）

岡
山
市
北
区
御
津
下
田
六
二
九

午
後
一
時

岡
山
県
ク
レ
ー
射
撃
場

平
成
二
十
八
年
十
二
月
十
二
日
（
月
）

倉
敷
市
福
田
町
浦
田
七
四
〇

一

－

午
前
十
時

倉
敷
国
際
射
撃
場

平
成
二
十
八
年
十
二
月
十
四
日
（
水
）

岡
山
市
北
区
御
津
下
田
六
二
九

午
後
一
時

岡
山
県
ク
レ
ー
射
撃
場

平
成
二
十
八
年
十
二
月
十
九
日
（
月
）

倉
敷
市
福
田
町
浦
田
七
四
〇

一

－

午
前
十
時

倉
敷
国
際
射
撃
場

平
成
二
十
八
年
十
二
月
二
十
二
日
（
木
）

岡
山
市
北
区
御
津
下
田
六
二
九

午
後
一
時

岡
山
県
ク
レ
ー
射
撃
場

平
成
二
十
八
年
十
二
月
二
十
六
日
（
月
）

倉
敷
市
福
田
町
浦
田
七
四
〇

一

－

午
前
十
時

倉
敷
国
際
射
撃
場

２

フ
ィ
ー
ル
ド
ト
ラ
ッ
プ
射
撃
（
ト
ラ
ッ
プ
か
ら
射
撃
線
ま
で
の
距
離
が
五
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
も

の
を
い
う

）
。

日

時

場

所

真
庭
市
仲
間
一
八
一
六

平
成
二
十
八
年
十
月
三
日
（
月
）

湯
原
国
際
射
撃
場

午
前
九
時

平
成
二
十
八
年
十
月
五
日
（
水
）

午
前
九
時
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平
成
二
十
八
年
十
月
七
日
（
金
）

午
前
九
時

平
成
二
十
八
年
十
月
十
二
日
（
水
）

午
前
九
時

平
成
二
十
八
年
十
月
十
四
日
（
金
）

午
前
九
時

平
成
二
十
八
年
十
月
十
七
日
（
月
）

午
前
九
時

平
成
二
十
八
年
十
月
十
九
日
（
水
）

午
前
九
時

平
成
二
十
八
年
十
月
二
十
日
（
木
）

備
前
市
大
内
一
〇
〇
四

二

－

午
後
一
時

備
前
射
撃
場

真
庭
市
仲
間
一
八
一
六

平
成
二
十
八
年
十
月
二
十
一
日
（
金
）

湯
原
国
際
射
撃
場

午
前
九
時

平
成
二
十
八
年
十
月
二
十
四
日
（
月
）

午
前
九
時

平
成
二
十
八
年
十
月
二
十
六
日
（
水
）

午
前
九
時

平
成
二
十
八
年
十
月
二
十
八
日
（
金
）

午
前
九
時
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平
成
二
十
八
年
十
月
三
十
一
日
（
月
）

午
前
九
時

平
成
二
十
八
年
十
一
月
二
日
（
水
）

午
前
九
時

平
成
二
十
八
年
十
一
月
四
日
（
金
）

午
前
九
時

平
成
二
十
八
年
十
一
月
七
日
（
月
）

午
前
九
時

平
成
二
十
八
年
十
一
月
九
日
（
水
）

午
前
九
時

平
成
二
十
八
年
十
一
月
十
一
日
（
金
）

午
前
九
時

平
成
二
十
八
年
十
一
月
十
四
日
（
月
）

午
前
九
時

平
成
二
十
八
年
十
一
月
十
六
日
（
水
）

午
前
九
時

平
成
二
十
八
年
十
一
月
十
七
日
（
木
）

備
前
市
大
内
一
〇
〇
四

二

－

午
後
一
時

備
前
射
撃
場

真
庭
市
仲
間
一
八
一
六

平
成
二
十
八
年
十
一
月
十
八
日
（
金
）

湯
原
国
際
射
撃
場

午
前
九
時
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平
成
二
十
八
年
十
一
月
二
十
一
日
（
月
）

午
前
九
時

平
成
二
十
八
年
十
一
月
二
十
五
日
（
金
）

午
前
九
時

平
成
二
十
八
年
十
一
月
二
十
八
日
（
月
）

午
前
九
時

平
成
二
十
八
年
十
一
月
三
十
日
（
水
）

午
前
九
時

平
成
二
十
八
年
十
二
月
十
五
日
（
木
）

備
前
市
大
内
一
〇
〇
四

二

－

午
後
一
時

備
前
射
撃
場

３

ス
キ
ー
ト
射
撃
（
ク
レ
ー
が
セ
ン
タ
ー
ポ
ー
ル
の
上
方
を
通
過
す
る
よ
う
に
発
射
さ
れ
る
も
の

を
い
う

）
。

日

時

場

所

平
成
二
十
八
年
十
月
四
日
（
火
）

岡
山
市
北
区
御
津
下
田
六
二
九

午
後
一
時

岡
山
県
ク
レ
ー
射
撃
場

平
成
二
十
八
年
十
月
七
日
（
金
）

倉
敷
市
福
田
町
浦
田
七
四
〇

一

－

午
前
十
時

倉
敷
国
際
射
撃
場

平
成
二
十
八
年
十
月
十
三
日
（
木
）

岡
山
市
北
区
御
津
下
田
六
二
九

午
後
一
時

岡
山
県
ク
レ
ー
射
撃
場

平
成
二
十
八
年
十
月
十
四
日
（
金
）

倉
敷
市
福
田
町
浦
田
七
四
〇

一

－
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午
前
十
時

倉
敷
国
際
射
撃
場

平
成
二
十
八
年
十
月
二
十
一
日
（
金
）

午
前
十
時

平
成
二
十
八
年
十
月
二
十
六
日
（
水
）

岡
山
市
北
区
御
津
下
田
六
二
九

午
後
一
時

岡
山
県
ク
レ
ー
射
撃
場

平
成
二
十
八
年
十
月
二
十
八
日
（
金
）

倉
敷
市
福
田
町
浦
田
七
四
〇

一

－

午
前
十
時

倉
敷
国
際
射
撃
場

平
成
二
十
八
年
十
一
月
四
日
（
金
）

午
前
十
時

平
成
二
十
八
年
十
一
月
九
日
（
水
）

岡
山
市
北
区
御
津
下
田
六
二
九

午
後
一
時

岡
山
県
ク
レ
ー
射
撃
場

平
成
二
十
八
年
十
一
月
十
一
日
（
金
）

倉
敷
市
福
田
町
浦
田
七
四
〇

一

－

午
前
十
時

倉
敷
国
際
射
撃
場

平
成
二
十
八
年
十
一
月
十
六
日
（
水
）

岡
山
市
北
区
御
津
下
田
六
二
九

午
後
一
時

岡
山
県
ク
レ
ー
射
撃
場

平
成
二
十
八
年
十
一
月
十
八
日
（
金
）

倉
敷
市
福
田
町
浦
田
七
四
〇

一

－

午
前
十
時

倉
敷
国
際
射
撃
場

平
成
二
十
八
年
十
一
月
二
十
四
日
（
木
）

岡
山
市
北
区
御
津
下
田
六
二
九

午
後
一
時

岡
山
県
ク
レ
ー
射
撃
場

平
成
二
十
八
年
十
一
月
二
十
五
日
（
金
）

倉
敷
市
福
田
町
浦
田
七
四
〇

一

－
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午
前
十
時

倉
敷
国
際
射
撃
場

平
成
二
十
八
年
十
二
月
二
日
（
金
）

午
前
十
時

平
成
二
十
八
年
十
二
月
七
日
（
水
）

岡
山
市
北
区
御
津
下
田
六
二
九

午
後
一
時

岡
山
県
ク
レ
ー
射
撃
場

平
成
二
十
八
年
十
二
月
九
日
（
金
）

倉
敷
市
福
田
町
浦
田
七
四
〇

一

－

午
前
十
時

倉
敷
国
際
射
撃
場

平
成
二
十
八
年
十
二
月
十
四
日
（
水
）

岡
山
市
北
区
御
津
下
田
六
二
九

午
後
一
時

岡
山
県
ク
レ
ー
射
撃
場

平
成
二
十
八
年
十
二
月
十
六
日
（
金
）

倉
敷
市
福
田
町
浦
田
七
四
〇

一

－

午
前
十
時

倉
敷
国
際
射
撃
場

平
成
二
十
八
年
十
二
月
二
十
二
日
（
木
）

岡
山
市
北
区
御
津
下
田
六
二
九

午
後
一
時

岡
山
県
ク
レ
ー
射
撃
場

平
成
二
十
八
年
十
二
月
二
十
三
日
（
金
）

倉
敷
市
福
田
町
浦
田
七
四
〇

一

－

午
前
十
時

倉
敷
国
際
射
撃
場

三

受
講
手
続

１

提
出
書
類

所
定
の
様
式
に
よ
る
受
講
申
込
書

２

提
出
先

住
所
地
を
管
轄
す
る
警
察
署

３

提
出
期
限

受
講
し
よ
う
と
す
る
講
習
の
実
施
日
の
七
日
前

そ
の
日
が
岡
山
県
の
休
日
を
定
め
る
条
例

平

（

（
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成
元
年
岡
山
県
条
例
第
二
号
）
第
一
条
第
一
項
に
規
定
す
る
県
の
休
日
で
あ
る
場
合
は
、
当
該
休

日
の
直
後
に
お
け
る
県
の
休
日
で
な
い
日
）

四

受
講
手
数
料

一
万
二
千
三
百
円

（
注
）

受
講
申
込
み
の
際
、
岡
山
県
収
入
証
紙
に
よ
り
納
付
す
る
こ
と
。

な
お
、
受
講
手
数
料
は
、
納
付
後
は
還
付
し
な
い
。

五

そ
の
他

１

各
講
習
の
受
講
定
員
は
、
お
お
む
ね
五
人
と
す
る
。

２

代
理
受
講
は
、
認
め
な
い
。

３

講
習
修
了
証
明
書
は
、
受
講
申
込
書
を
提
出
し
た
警
察
署
に
お
い
て
後
日
交
付
す
る
こ
と
と
す

る
。
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◎
岡
山
県
公
安
委
員
会
告
示
第
百
二
十
五
号

（

）

、

銃
砲
刀
剣
類
所
持
等
取
締
法

昭
和
三
十
三
年
法
律
第
六
号

第
五
条
の
五
第
一
項
の
規
定
に
よ
り

次
の
と
お
り
猟
銃
の
操
作
及
び
射
撃
の
技
能
に
関
す
る
講
習
を
実
施
す
る
。

平
成
二
十
八
年
八
月
二
日

岡

山

県

公

安

委

員

会

一

使
用
銃
種

ラ
イ
フ
ル
銃

二

講
習
の
日
時
及
び
場
所

日

時

場

所

真
庭
市
仲
間
一
八
一
六

平
成
二
十
八
年
十
月
四
日
（
火
）

湯
原
国
際
射
撃
場

午
前
九
時

平
成
二
十
八
年
十
月
十
八
日
（
火
）

岡
山
市
北
区
御
津
伊
田
二
二
九
一

午
前
九
時

御
津
ラ
イ
フ
ル
射
撃
場

平
成
二
十
八
年
十
月
二
十
五
日
（
火
）

午
前
九
時

平
成
二
十
八
年
十
一
月
一
日
（
火
）

午
前
九
時

真
庭
市
仲
間
一
八
一
六

平
成
二
十
八
年
十
一
月
一
日
（
火
）

湯
原
国
際
射
撃
場

午
前
九
時

平
成
二
十
八
年
十
一
月
八
日
（
火
）

岡
山
市
北
区
御
津
伊
田
二
二
九
一

午
前
九
時

御
津
ラ
イ
フ
ル
射
撃
場

平
成
二
十
八
年
十
二
月
十
三
日
（
火
）

平成２８年８月２日　岡山県公報　第１１８０９号



午
前
九
時

平
成
二
十
八
年
十
二
月
二
十
日
（
火
）

午
前
九
時

三

受
講
手
続

１

提
出
書
類

所
定
の
様
式
に
よ
る
受
講
申
込
書

２

提
出
先

住
所
地
を
管
轄
す
る
警
察
署

３

提
出
期
限

受
講
し
よ
う
と
す
る
講
習
の
実
施
日
の
七
日
前

四

受
講
手
数
料

一
万
二
千
三
百
円

（
注
）

受
講
申
込
み
の
際
、
岡
山
県
収
入
証
紙
に
よ
り
納
付
す
る
こ
と
。

な
お
、
受
講
手
数
料
は
、
納
付
後
は
還
付
し
な
い
。

五

そ
の
他

１

各
講
習
の
受
講
定
員
は
、
お
お
む
ね
五
人
と
す
る
。

２

代
理
受
講
は
、
認
め
な
い
。

３

講
習
修
了
証
明
書
は
、
受
講
申
込
書
を
提
出
し
た
警
察
署
に
お
い
て
後
日
交
付
す
る
こ
と
と
す

る
。
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